
トルコギキョウは長野県の主要な花き園芸作物であ

るが，これまで全国的にもウイルス抵抗性等を考慮し

た品種育成は行われていない。また，栽培品種の変遷

もめまぐるしく，現行のトルコギキョウ品種は，一般

に各種ウイルスに対する感受性が高い。その結果，現

状のトルコギキョウ生産現場では，毎年のように各地

域でウイルス病が発生し，大きな被害を及ぼしており

（土井・古木，2003；土井ら，2003；土井・加藤，

2002；黒田ら，1999；三澤・萩田，2001；内川ら，

2002；山下・杉山，1998；山下・福井；2000，2002），

産地をウイルス病から守る抜本的な対策が求められて

いる。ウイルス病の蔓延防止には早急な病原ウイルス

の特定と媒介虫防除などの的確な対策が効果的と考え

られるが，長野県内のトルコギキョウにおけるウイル

ス病の発生実態は1992年以降不明である（清水ら，

1993）。そこで，近年長野県内で問題となっているト

ルコギキョウのウイルス病の発生実態調査を行った。

なお，本調査は，先端技術を活用した農林水産研究

高度化事業「ウイルス病に打ち勝つトルコギキョウ健

全栽培システムの構築（課題番号1763）」の助成を受
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摘　　　要

近年，長野県内のトルコギキョウ栽培地帯においてウイルス病の発生が問題となっている。

1990～1992年にはキュウリモザイクウイルス（CMV）およびソラマメウイルトウイルス

（BBWV）などアブラムシ媒介性ウイルスが主要なウイルスであったのに対し，2001～2005年

にかけて県内16市町村を対象に行った実態調査の結果，2005年の段階でCMV（8.6%），BBWV

（5.7%）に加え，トマト黄化えそウイルス（TSWV）（8.6%），インパチェンスネクロティック

スポットウイルス（INSV）（42.9%），アイリスイエロースポットウイルス（IYSV）（17.1%）お

よび土壌伝染性のトルコギキョウえそ萎縮ウイルス（LiNSV：仮称）（17.1%）が被害株から検

出された。以上の結果から，2000年以降，長野県内のトルコギキョウにおいては，アザミウマ

媒介性のINSVおよびIYSVや土壌伝染性のLiNSVが主要な病原ウイルスであることが明らかと

なった。なお，長野県では静岡県や佐賀県で発生しているトマトブッシースタントウイルス

（TBSV）は検出されなかった。



けて実施した。

材料および方法

１．ウイルス発病株の病徴観察とサンプリング

2001～2005年に，長野県内の16市町村を対象に，え

そ，奇形，モザイク等のウイルス症状を示した合計70

サンプルを採取し，病原ウイルスの同定に供試した。

なお，直ちに同定できないサンプルは－80℃で保存し

た。

２．血清学的診断法によるウイルスの同定

採集したサンプルは，血清学的診断法により病原ウ

イルスの特定を行った。すなわち，トルコギキョウに

発生するウイルス病として報告（日本植物病理学会，

2000）のある，トマト黄化えそウイルス（TSWV），

インパチェンスネクロティックスポットウイルス

（INSV），カブモザイクウイルス（TuMV），キュウリ

モザイクウイルス（CMV），インゲンマメ黄斑モザイ

クウイルス（BeYMV）およびソラマメウイルトウイ

ルス（BBWV）は，日本植物防疫協会作製の抗血清を

用いたDAS-ELISA法，アイリスイエロースポットウイ

ルス（ I Y S V）およびカボチャモザイクウイルス

（WMV）は，青森グリーンバイオセンター作製の抗血

清を用いた間接ELISA法，近年発生が確認されたトル

コギキョウえそ萎縮ウイルス（LiNSV: 仮称）および

トマトブッシースタントウイルス（TBSV）は，それ

ぞれ作製した抗血清（藤永ら，2006）を用いたDIBA

法（日比，1984）により同定した。

結果および考察

１．血清学的診断法によるウイルスの同定結果

2001年から2005年にかけて長野県の16市町村から採

取したトルコギキョウに発生しているウイルス病被害

株70サンプルのうち，CMVは長野市を含めた３市６

サンプルのみで検出され，BBWVにおいても，１市１

町４サンプルで検出されるに留まった（第１表）。そ

れらウイルスの採集総サンプルに対する検出サンプル

の割合（以後，検出割合）も，過去の清水ら（1993）

の報告による，それぞれ100%，38.5%と比較して明ら

かに低下していた。一方，アザミウマ類により媒介さ

れるトスポウイルスでは，2001年では，１市でTSWV

のみ検出されていたにすぎないが，2005年の段階では，

TSWVが２市町村，INSVが９市町村，IYSVが4市町村

で検出され，その検出割合も，8.6%，42.9%，17.1%

と急増傾向であった（第１表）。これらのトスポウイ
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第１表　2001～2005年における長野県内のトルコギキョウ病株から検出されたウイルス



ルスによるトルコギキョウの病徴は，中位～上位葉の

黄化やえそ斑，茎のえそ条斑と収穫間際の花茎の曲が

りが認められた。しかし，トルコギキョウの品種や生

育段階により，その病徴は様々であり，病徴による病

原ウイルスの特定は困難と考えられた。さらに，土壌

伝染性ウイルスのLiNSVにおいても， 2005年には５市

町村で検出され，その検出割合も前述のIYSVと同等

の17.1%にまで拡大した。

1990～1992年に清水ら（1993）が実施した長野県内

のトルコギキョウにおけるウイルス病害の実態調査で

は，CMVおよびBBWVなどのアブラムシ媒介性ウイル

スが主要な病原ウイルスであった。しかし，今回2001

～2005年にかけて県内16市町村を対象に行った調査結

果では，CMV（8 .6%），BBWV（5 .7%）に加え，

TSWV（8.6%），INSV（42.9%），IYSV（17.1%）およ

びLiNSV（17.1%）が検出され，アザミウマ類により

媒介されるトスポウイルス病害やLiNSVのような土壌

伝染性ウイルス病害の長野県内への発生拡大が明らか

となった。

なお，長野県では静岡県（藤永ら，2005）や佐賀県

（善，2006）で発生している土壌伝染性のTBSV，およ

びその他アブラムシ媒介性のWMV，BeYMVおよび

TuMVは検出されなかった。また，BBWVの検出され

た施設では，第１図に示したように，被害はハウスの

側面に集中していた。長野県のトルコギキョウの越冬

作型では，日平均気温が高くなる春季に，施設の内張

ビニールを巻き取り，放置する場合がある。その際に，

施設側面にアカザ，ナズナ等雑草が繁茂し，アブラム

シ類の発生を招き，ハウス側面に近い部分にウイルス

病が発生したと考えられる。実際，被害株のサンプリ

ング時には，これら雑草に多数のアブラムシ類の発生

が観察され，その雑草の一部からBBWVが検出された。

本実態調査により，春季に施設内へ使用済みビニール

を長期間放置することは，雑草の繁茂化を促すため，

アブラムシ媒介性ウイルス病の発生を助長すると考え

られた。従って，内張ビニールは使用後，撤去すべき

である。

以上のように，2001年から2005年に長野県内の施設

栽培トルコギキョウに発生したウイルス病株から６種

類の病原ウイルスが検出された。このうち，長野県で

はINSV等のアザミウマ媒介性のウイルスと土壌伝染

性のLiNSVが主要な病原ウイルスであることが明らか

となった。

近年，タバココナジラミによって媒介されるトマト

黄化葉巻ウイルス（TYLCV）が全国各地でトマトを

中心に被害を与えている。長野県では，本ウイルスが

未確認であるものの，その発生地域は近隣県にも及ん

でいる（本多，2005）。本ウイルスはトルコギキョウ

に対しても葉巻病として被害を発生させることから

（内川ら，2002），今後も，TYLCVを含め，ウイルス

病の発生実態を追跡していく必要がある。
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第１図　BBWVが検出されたトルコギキョウ施設の発生
状況（点線で囲った部位に発生が集中）
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